
汁

%

に 誰 ど 故 東 明
な も れ 調 電 を
り 真 も 査

｀
怠

か 相 不 委 国 つ

ね を 十 員 会 て
ま 矢口 分 会  

｀
 は

せ ら う
に 民 い

ん さ こ よ 間 けL 
オしの る の な

][:骨 』 言

り升 毎日 力
“
‖‖

「誰
も
真
相
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
…
」

原
発
事
故
ク自
己
批
判
と
懺
悔
の
書
・

「
事
故

原
因

の

究

明

が

不

可

欠
」
と
村
上
氏

超
党
派
国
会
議
員
に
よ
る

「原

発
対
策
国
民
会
議
」

の
会
議
録
、

原
子
力
の
専
門
家
ら
の
証
言
を
採

録
し
た

『
福
島
原
発
の
真
実
　
こ

の
ま
ま

で
は
永
遠

に
収
束
し
な

い
っ

』

（東
信
堂
）
が
３
月
Ｈ
日
に

刊
行
さ
れ
た
Ｄ
著
者
は
同
会
議
を

主
宰
し
た
自
民
党
衆
院
議
員
で
衆

院
政
治
倫
理
審
査
会
会
長

の
村
上

誠

一
郎
氏

（６０
）
で
ぁ
る
っ

「国
民
会
議
は
第
１
国
会
合

（２

０
１
１
年
４
月
２０
日
）
で
、
事
故

後
わ
ず
か
数
時
間

で
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン

（核
燃
料
の
溶
融
）
が
起
き
た

こ
と
、
政
府
と
東
電
に
よ
る
稚
拙

な
初
期
対
応
が
失
敗
に
終
わ
る
こ

と
な
ど
を
警
告
し
た
っ
同
時
に
早

期
収
束

の
た
め
の
冷
温
密
封
、

い

わ
ゆ
る

『
石
棺
化
』
も
提
案
し
た

が
政
府
は
耳
を
貸
さ
ず
、
国
家
と

国
民
に
重
大
な
損
害
を
与
え
、
２

年
が
過
ぎ
た
今
も
事
故
原
因
さ
え

究
明
で
き
て
い
な
い
」

同
書
に
は
、
国
会
で
の
質
疑
の

ほ
か
、
国
民
会
議
で
講
師
を
務
め

た
原
子
力
業
界
の
関
係
者
ら
の
全

証
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
っ

採
録
さ
れ
た
の
は
、
衆
院
決
算

行
政
監
視
委
員
会
で
参
考
人
と
し

て
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
と
メ
ル
ト
ス
ル

ー

（容
器
外
漏
出
）
の
可
能
性
を

証
言
し
た
原
子
カ

コ
ン
サ
ル
タ

ン

ト
の
佐
藤
暁
氏
を
は
じ
め
、
元
日

本
原
子
力
研
究
所
安
全
性
研
究

セ

ン
タ
ー
長

の
石
川
迪
夫
氏
、
元
原

子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
の
松
浦

祥
次
郎
氏
、
東
大
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

総
合
セ
ン
タ
ー
長

の
児
玉
龍
彦
氏

ら
。
「私
は
原
子
力
の
Ａ
級
戦
犯
。

知

っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
も
お
話

し
す
る
」
と
証
言
し
た

〃原
子
力

ム
一ア

の
重
鎮
も
含
ま
れ
て
お
り
、

′ご
＾
ザ

関
係
者
に
よ
る
自
己
批
判
と
懺
悔

の
書
と
も
言
え
る
。

「今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
決

め
る
た
め
に
も
、
事
故
原
因
の
究

村
上
氏
は
党
の
資
源

。
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
調
査
会
で
事
故
調
の
責

任
者
を
聴
取
し
、
改
め
て
事
故
原

因
と
政
治
責
任
の
明
確
化
を
追
及

す
る
考
え
。
事
故
は
収
束
し
て
い

な

い
の
だ
っ
　

　

（徳
丸
威

一
郎
）


